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１・２上　題材別カリキュラム

■題材別カリキュラムについて
この資料は，年間指導計画の作成に必要な内容を記載しています。
地域や学校の実情に合わせた年間指導計画のご作成にお役立て下さい。

	ページ・題材名・（配当時間）・
分野
	題材の目標・
［共通事項］との関連・
育てたい子ども像
	主な学習内容
	題材の評価規準の例
（◎は重点化の観点・Aと評価する例）
	主な材料・用具
	関連

	p.8・9
心のもよう
（２～４）

絵に表す
	題材の目標：
自分の気持ちをいろいろな形や色で表すことを楽しみ，表し方や組合せを考え工夫して表す。

〔共通事項〕との関連：
材料や用具を工夫して表した形や色から，自分の気持ちを表すイメージをもつ。

育てたい子どもの姿：
「表したい」という気持ちをもち，自らに問いかけながら自分なりの方法で率直に表そうとする子ども。
	〇自分の気持ちをいろいろな形や色で表す活動への関心や見通しをもつ。
〇カード状の画用紙に，自分の感情や気持ちについて思い描いたイメージになるよう試しながら，形や色を考え工夫して表す。
○自分の思いがより表されるように，カードを並べたり構成したりして表す。
〇友人と作品を見せ合い，よさや面白さを感じ取る。
	（関）自分の気持ちを形や色で表すことを楽しもうとしている。
（想）心や感情について自分の思い描いたイメージが表れるような形や色を考えている。
（技）絵の具や筆などの特徴を生かしながら，濃淡やにじみ，重なりや動きなどの表し方や，カードの組合せ方を工夫している。
（鑑）自分や友人の作品を見て，よさや面白さを感じ取っている。
◎（想）試し表す中から，心や感情について自分の思い描いたイメージが表れるような形や色を考えている。
	教師・児童：新聞紙　など
教師：画用紙，段ボール紙，黄ボール紙，パステル，ローラー，ぼかし網　など
児童：水彩用具一式，クレヨン・パス，はさみ，のり　など
	道徳との関連：
「１-（６）自分の特徴を知って，悪い所を改めよい所を積極的に伸ばす。」と関連が深い。形や色で自分の気持ちを表すことは，今の自分を見つめ直すことでもある。直接言葉で表すことが難しいことでも，形や色を通すことで表現できることがある。



題材別カリキュラム表は下記の内容で構成されています。
1 ページ／題材名／配当時間／分野
・各題材の教科書掲載ページ，題材名などを示しています。
・配当時間は，学校や児童の実情に合わせて柔軟な取り扱いができるよう，基本的に幅をもたせて設定しています。
・分野は，学習指導要領に示された「造形遊びをする」「絵に表す」「立体に表す」「工作に表す」「鑑賞する」に該当する内容を示しています。

2 題材の目標
・各題材での児童の活動の目標を示しています。
3 〔共通事項〕との関連
・学習指導要領に示された当該学年の〔共通事項〕を踏まえて，題材における〔共通事項〕との関連を示しています。
4 育てたい子どもの姿
・題材に取り組むことで育みたい子どもの資質・能力について示しています。
5 主な学習内容
・児童の活動を中心として，授業の流れを追って示しています。

6 題材の評価規準の例／（◎は重点化の観点 ・ Aと評価する例）を設定しました。
・各題材の観点別評価規準の例を示しています。「おおむね満足できる」状況（Ｂ）について記載しています。
・◎は，その題材で重点化してほしい評価の観点について「十分満足できる」（Ａ）の例を記載しています。
・評価規準例の略号は下記のとおりです。
　（関）：造形への関心・意欲・態度
　（想）：発想や構想の能力
　（技）：創造的な技能
　（鑑）：鑑賞の能力
※評価については，一つの題材だけでなく，複数の題材のまとまりの中で４観点をバランスよく押さえていくことが大切です。
以下に中央教育審議会・初等中等教育分科会・教育課程部会『児童生徒の学習評価の在り方について（報告）』（平成22年3月24日）に関して，文部科学省のホームページより関連部分を転載しましたのでご参照下さい。
詳細は以下のサイトをご覧下さい。（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/gaiyou/attach/1292216.htm）

（評価時期）
○授業改善のための評価は日常的に行われることが重要である。一方で，指導後の児童生徒の状況を記録するための評価を行う際には，単元等ある程度長い区切りの中で適切に設定した時期において「おおむね満足できる」状況等にあるかどうかを評価することが求められる（※７）。
「関心・意欲・態度」については，表面的な状況のみに着目することにならないよう留意するとともに，教科の特性や学習指導の内容等も踏まえつつ，ある程度長い区切りの中で適切な頻度で「おおむね満足できる」状況等にあるかどうかを評価するなどの工夫を行うことも重要である。
（※７）平成20年1月17日答申においては「１単位時間の授業において評価の４観点（関心・意欲・態度，思考・判断，技能・表現，知識・理解）のすべてを評価しようとしたり，授業冒頭に「進んで取り組んでいるかどうか」をチェックし，チェック終了後授業に入ったりするなど評価のための評価となっている不適切な事例も見られる」との指摘がある。
7 主な材料・用具
・授業で必要な，主な材料や用具について，教師や児童が準備するものを分けて示しています。「教師・児童」と表記したものは，教師と児童それぞれが準備するものです。
8 関連
題材に関連する事項を示しています。必要に応じて幼稚園・保育所との関連，道徳との関連，他の題材との関連，他教科等との関連，中学校の学習内容との関連について分けて示しています。
・幼稚園・保育所との関連
小学校と幼稚園・保育所との学びの連続性を意識し，幼稚園教育要領，保育所・保育指針を踏まえ，幼稚園・保育園と低学年の活動内容のつながりを示しています。
・道徳との関連
道徳と特に関連が深い題材について，小学校学習指導要領解説道徳編を踏まえ，具体的な内容項目を示しています。
・他の題材との関連
他の題材と特に関連が深い題材について，具体的な内容を示しています。
・他教科等との関連
他教科や学級活動，学校行事などと関連を図ることができる題材について，各教科の学習指導要領解説を踏まえ，具体的な内容を示しています。
・中学校の学習内容との関連
小学校と中学校の９年間で一貫して資質や能力を育成する観点から，低・中学年からの積み重ねを基に，中学校学習指導要領解説美術編を踏まえ，高学年と中学校の活動内容とのつながりを示しています。また，技術科との活動内容とのつながりも示しています。
	ページ・題材名・（配当時間）・
分野
	題材の目標・
〔共通事項〕との関連・育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	題材の評価規準の例
（◎は重点化の観点・Aと評価する例）
	主な材料・用具
	関連

	ｐ.8・9
どんどん かくのは たのしいな
おひさま にこにこ
（１～２）
絵に表す
	題材の目標：
クレヨンやパスを使いながら，自分のおひさまや好きなものを，好きな形や色で表し方を工夫してかくことを楽しむ。
〔共通事項〕との関連：
あったらいいなと思うおひさまや，自分の好きなものの形や色を思い浮かべながら，イメージを広げる。
育てたい子どもの姿：
思いのままに表す楽しさを味わい，さらに表現への意欲をもつ子ども。
	〇あったらいいなと思うおひさまを思い浮かべ，自由にかく活動に関心をもつ。
〇あったらいいなと思うおひさまを，形を考えたり，色を選んだりしてかく。
〇思いのままにかいたりぬったり試しながら，クレヨンやパスなどを使って工夫してかく。
〇自分のおひさまを紹介したり，友人の作品のすてきなところを話したりしながら楽しく見る。
	（関）あったらいいなと思うおひさまをかくことに関心をもち，思いのままに取り組もうとしている。
（想）自分の表したいものを表すために，好きな色を考えたり面白い形を考えたりしている。
（技）クレヨンやパスなどを使いながら表し方を工夫している。
（鑑）表したおひさまについて話したり聞いたりしながら，自分たちの作品を見ることを楽しんでいる。
◎（関）あったらいいなと思うおひさまをかくことに興味をもち，友人と話し合いながらかくことを楽しもうとしている。
	教師：画用紙　など
児童：クレヨン・パス，サインペン　など

	幼稚園・保育所との関連：
小さな紙を使い，自分が思ったことをどんどんかいていく題材である。作品をつくるというよりも，幼稚園や保育所でかくことを楽しんだ時の感覚を大切にし，思いのままにかくことを楽しませたい。入学して初めて取り組む題材でもあるため，幼稚園・保育所での経験を聞き取りながら進めるとよい。

	すきなもの
なあに？
（１～２）
絵に表す
	
	〇自分の好きなものや好きなことを思い浮かべ，自由にかく活動に関心をもつ。
〇自分の好きなものの形を考えたり色を選んだりしてかく。
〇思いのままにかいたりぬったり試しながら，クレヨンやパスなどを使って工夫してかく。
〇絵にかいた自分の好きなものを紹介したり，友人の作品のすてきなところを話したりして，自分たちの作品を楽しく見る。
	（関）自分の好きなものをかくことに関心をもち，思いのままに取り組もうとしている。
（想）自分の表したいものを表すために，好きな色を考えたり面白い形を考えたりしている。
（技）クレヨンやパスなどを使いながら表し方を工夫している。
（鑑）表した好きなことについて話したり聞いたりしながら，自分たちの作品を見ることを楽しんでいる。 

◎（関）自分の好きなものをかきながら，友人と話し合い，かくことを楽しもうとしている。
	教師：画用紙　など
児童：クレヨン・パス，サインペン　など
	

	ｐ.10・11
チョキ チョキ
かざり
おって チョキ
チョキ
（２～４）
工作に表す
	題材の目標：
はさみの扱いに慣れ，紙の切り方を工夫して，思いに合った形に切り取り，教室が楽しい感じになる飾りをつくる。
〔共通事項〕との関連：
紙を折ったり重ねたりして切ることで，できる形や，紙の色などからイメージを広げ，教室を飾ると楽しいと思う飾りを考える。
育てたい子どもの姿：
自分たちの力でつくったもので場所の様子や雰囲気を変えることができることを感じ，積極的に関わろうとする子ども。
	○教科書を見て，はさみの持ち方や使い方を知り，紙の折り方を工夫することでできる形があることを知る。
○紙を折って切る，形や部分を変えて切るなど自分がつくりたいと思った形や，偶然できた形の面白さに気付く。
○できた飾りを，教室などいろいろな場所に飾る。
○飾った作品を友人と見合いながら，楽しかったことや見付けた工夫を話し合う。
	（関）はさみの使い方に関心をもち，楽しい飾りづくりを楽しもうとしている。 
（想）色紙を切ったり，広げたりしながら，自分の思いに合った形や使いたい色を思い付いている。 
（技）紙の折り方や切り方，飾り方を工夫している。 
（鑑）飾られた教室などから自分や友人の飾りの楽しさを感じている。
◎（技）折り方や切り方を試しながら表し方を工夫している。
◎（鑑）自分や友人の飾りから楽しさを感じ，表し方の工夫や面白さを感じ取っている。
	教師・児童：セロハンテープ　など
教師：折り紙，色紙，色画用紙，模造紙
など
児童：クレヨン・パス，サインペン，はさみ，のり　など
	幼稚園・保育所との関連：
はさみの取扱いについては幼稚園や保育所によってもばらつきがあるので，教科書p.55を参考にしながら取扱いについて確認する。
他教科等との関連：
七夕などの年中行事や，学級，学校行事と関連させ繰り返し活動を行うことができる。
道徳との関連：
「４-（４）先生を敬愛し，学校の人々に親しんで，学級や学校の生活を楽しくする。」と関連が深い。自分たちが過ごす教室を楽しく飾る活動を通して，道徳の指導につなげたい。

	かさねて チョ
キ　チョキ
（２～４）
工作に表す
	
	○教科書を見て，はさみの持ち方や使い方を知り，紙を重ねることで一度にたくさんの形ができることを知る。
○色の違う紙を重ねて切る，形や部分を変えて切るなど自分がつくりたい形をつくったり，偶然できた形の面白さに気付いたりする。
○できた飾りを，教室などいろいろな場所に飾る。
○飾った作品を友人と見合いながら，楽しかったことや見付けた工夫を話し合う。
	（関）はさみの使い方に関心をもち，楽しい飾りづくりを楽しもうとしている。 
（想）色紙を重ねて切ったりしながら，自分の思いに合った形や使いたい色を思い付いている。 
（技）紙の重ね方や切り方，飾り方を工夫している。 
（鑑）飾られた教室などから自分や友人の飾りの楽しさを感じている。
◎（技）色の違う紙を重ねたり，折り方を工夫して切ったりするなど，試しながら表し方を工夫している。
◎（鑑）自分や友人の飾りから楽しさを感じ，表し方の工夫や面白さを感じ取っている。
	教師・児童：セロハンテープ　など
教師：折り紙，色紙，色画用紙，模造紙
など
児童：クレヨン・パス，サインペン，はさみ，のり　など
	

	ｐ.12・13
すなや つちと
なかよし
すなや つちで
（１～２）
造形遊びをする

	題材の目標：
砂や土の感触を十分に味わいながら，造形的な活動を思い付き，楽しむ。
〔共通事項〕との関連：
砂や土，粘土に働きかけ，形を変えていく感触を楽しみながら，つくりたい形をイメージする。
育てたい子どもの姿：
手や体全体の感覚を存分に働かせて材料にかかわり，自ら活動していくことに意欲をもつ子ども。
	○体全体で活動することを知り，どんなことができそうか考える。
○グループや個人で，材料や用具も使い，思い付いたことを試しながら体全体で活動する。
○掘ったり，並べたり，積んだりしながら思い付いたことを存分に試し，好きな形やつくりたいものをつくる。
○試したことやつくった形を見せ合いながら，材料の感じやイメージをとらえる。
○自分たちの工夫を発表するとともに，友人の活動の面白さや楽しさについて話し合う。
	（関）砂や土の感触を味わい，体全体で造形的な活動に取り組もうとしている。
（想）自分の感覚や気持ちを基に，造形的な活動を思い付いている。
（技）思い付いたことを試しながら，手や材料・用具を用いてつくり方を工夫している。
（鑑）自分が感じたことを友人に話したり，友人の話を聞いたりして活動の楽しさを感じている。
◎（関）砂や土を触った感じなどを楽しみ，どんなことができそうか友人と話しながら活動に取り組もうとしている。
◎（想）砂や土を使ってできそうなことをいろいろ試し，造形的な活動を思い付いている。
	教師・児童：空き容器　など
教師：シャベル，スコップ，バケツ，ペットボトル，水　など
児童：汚れてもよい服装，タオル，帽子　など
	幼稚園・保育所との関連：
幼稚園や保育所において砂や土に触れるという活動は非常に重視されており，児童にとっても親しみのある材料である。児童のこれまでの経験を大切にしながら，図画工作として適切な指導を行うようにしたい。
道徳との関連：
「３-（２）身近な自然に親しみ，動植物に優しい心で接する。」と関連が深い。砂や土も自然の一部であり，体全体でかかわることでよさを感じることができる。

	ねんどで
（１～２）
造形遊びをする
	
	○体全体で活動することを知り，どんなことができそうか考える。
○グループや個人で，思い付いたことを試しながら体全体で活動する。
○粘土の形を変えたりしながら思い付いたことを存分に試し，好きな形やつくりたいものをつくる。
○試したことやつくった形を見せ合いながら，材料の感じやイメージをとらえる。
○自分の工夫を伝え，友人の活動の面白さや楽しさについて話し合う。
	（関）粘土の感触を味わい，体全体で造形的な活動に取り組もうとしている。
（想）自分の感覚や気持ちを基に，造形的な活動を思い付いている。
（技）思い付いたことを試しながら，つくり方を工夫している。
（鑑）自分が感じたことを友人に話したり，友人の話を聞いたりして活動の楽しさを感じている。
◎（関）粘土を触った感じなどを楽しみ，どんなことができそうか友人と話しながら活動に取り組もうとしている。
◎（想）粘土を使ってできそうなことをいろいろ試し，造形的な活動を思い付いている。
	教師：土粘土，水，ビニルシート　など
児童：汚れてもよい服装，雑巾　など
	

	p.14・15
いろいろな
かたちの かみから
（２～４）
絵に表す
	題材の目標：
いろいろな形の紙から想像したこと，感じたことを基に表したいものを見付け，自分なりの表し方で楽しみながら絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
紙の形を基に，表したいものの形や色のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
形や色の面白さを感じ取り，自分のイメージをもって絵に表そうとする子ども。
	○紙の形の特徴から想像したことや思い付いたことを基に，絵に表したいことを考える。
○かいた絵をつなげたり，組み合わせたり，大きな紙に貼ったりしながら，さらに思い付いたことや考えたことを絵に表す。
○自分や友人の作品を見たり，話し合ったりしながら，表し方のよさや面白さに気付く。
	（関）いろいろな形の紙を用いて，絵に表すことを楽しもうとしている。
（想）紙の形から想像したことや思い付いたことを基に，表したいことを考えている。
（技）形の特徴から思い付いたことを表すために，いろいろ試しながら表し方を工夫している。
（鑑）友人と作品を見せ合い，互いの活動のよさや面白さを感じている。
◎（想）紙の形から想像したことや思い付いたことを基にかきたいものを見付け，並べたり，組み合わせたりいろいろなことを試しながら，形や色の面白さをとらえ，表したいことを考えている。
	教師：画用紙・色画用紙（切り落としのもの・長い形・丸い形など大小様々な形のもの），段ボール，空き箱，共同絵の具，木工用接着剤　など
児童：クレヨン・パス，サインペン，のり　など
	他の題材との関連：
ある形からイメージを広げていく活動は，図画工作の様々な活動に関連している。それぞれの児童の発想を大切にし，互いの見え方を認め合うことで，今後の活動での児童の意欲が高まる。
他教科等との関連：
不定形ではあるが，形から身近なものを思い付いて表す活動は，算数科の「C図形との活動」との関連が考えられる。

	p.16・17
ひもひも ねんど
（１～２）
立体に表す
	題材の目標：
粘土をひも状にすることから思い付いたことを表すとともに，友人とかかわり合いながら活動する。
〔共通事項〕との関連：
粘土をひも状にしていく活動を通して形や色の面白さをとらえ，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
自ら材料に働きかけつくり変えていくことに喜びをもち，協同の活動の中でともに学ぶ楽しさを感じ取る子ども。
	○粘土に触れ，どんなことができそうか，どんな形ができそうか興味と期待をもつ。
○粘土のひもづくりを契機にして，様々な長さや太さのひもをつくり，それを基にして，面白い模様や形をつくる。
○友人とつなげたり，アイデアを出し合ったりして，活動を展開する。
○どんなことができたか，どんな形が見えてきたか，みんなで見せ合い，意見を出し合って，できたものの面白さや，大きく広くできたことに気付く。
	（関）手や体全体を使って粘土にかかわり，形をつくることを楽しもうとしている。
（想）粘土の感触や，手の動きを生かして，様々な形を考えている。
（技）粘土の扱いを工夫しながら，いろいろな形をつくっている。
（鑑）形の面白さを感じ取りながら，自他の表現のよさを友人と見付けている。
◎（技）細く長いひもや太くて短いひもにしたり，棒状にしたりするなど，多様な形や大きさを自らつくりだし，その組合せを工夫しながら渦巻きやジグザクなど面白い模様にしたり，上下左右に展開したりして，友人と協同で立体的な構造をつくっている。
	教師・児童：粘土板
など
児童：油粘土，粘土べら，雑巾など
	他の題材との関連：
粘土をひも状にのばすには手や指の操作が重要になる。粘土に十分触れる中で手や指の感覚を働かせることは，今後の粘土のみならず全ての活動につながる。

	p.18・19
せんせい あのね
（２～６）
絵に表す
	題材の目標：
楽しかったことや好きなことなど，人に話したいことを，楽しく絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
生活の中の出来事や想像したことを通して形や色をとらえ，自分の表したいことのイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
人に話したいことを絵に表すことで伝える楽しさを味わい，さらに表現の意欲をもつ子ども。
	○自分の日々の生活や，生活の中から想像したことを絵に表して話したいことを思い浮かべる。
○クレヨンやパスなどを使い，自分が人に話したいことを中心に形や大きさ，位置，色などを考えながら絵に表す。
○友人や教師と作品を見合いながら，絵に表したことについて話し合う。

	（関）楽しかったことや好きなことなど，話したいことを，楽しく絵に表そうとしている。
（想）経験したことや思ったことなど，絵に表して話したいことを考えている。
（技）話したいことが伝わるように，かくものの形や色を工夫して絵に表している。
（鑑）友人の絵を見ながら，表したかったことや表し方の工夫を見付けている。
◎（技）話したいことが伝わるように，かくもののイメージを広げながら，形や色，大きさなどを工夫して絵に表している。
	教師：画用紙，色画用紙，共同絵の具　など
児童：クレヨン・パス，サインペン　など
	他教科等との関連：
生活科における学校探検や動植物との触れ合いなどと関連させ，児童がかきたいものを見付けさせてもよい。また，遠足などの学校行事との関連を図ることもできる。

	p.20・21
おって たてたら
（２～４）
工作に表す
	題材の目標：
紙を折って立てることから考え，切り方を工夫したり，面白い形を見付けたり，表し方を工夫したりして楽しむ。
〔共通事項〕との関連：
紙を折って立てる活動を通して形や色をとらえ，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
材料に働きかけて工夫したり新たな面白さを見付けたりしながら，形や色で表すことを楽しむ子ども。
	○紙を触ったり折ったりしながら紙の立て方を試し，何を立てたら面白いかを考える。
○思い浮かんだものを折った紙にかいたり，はさみで切ったりして，立った形を工夫して表す。
○できた作品を用意した場所に置いて，置き方や並べ方を考えたり，友人の作品の面白さを感じたりする。
	（関）紙の形や折り方に関心をもち，切ったりかいたりしながらつくることを楽しもうとしている。
（想）紙を折ったり切ったりして立てた形から考え，表したいことを思い付いている。
（技）手や用具を使いながら，紙の折り方や切り方を考え，形や色，並べ方を工夫している。
（鑑）紙を切った形や折り方，並べ方の面白さに気付いたり，楽しさを感じたりしている。
◎（想）折った紙の向きや形の様子から思い付いて形や色を考えている。
◎（鑑）自分や友人の作品を見て，面白い形や表現を感じ取っている。

	教師：画用紙・色画用紙，模造紙　など
児童：クレヨン・パス，サインペン，はさみ，のり　など
	他教科等との関連：
生活科の学習指導要領の内容（１）や（５）との関連を図ることができる。つくりたいものを考える際に，通学路から見えるものや，身近な自然の様子をきっかけにすることで発想の広がりが期待できるとともに，生活科での観察の際のきっかけにもなる。

	p.22・23
コロコロ ぺったん シャカシャカ
コロコロ ぺったん
（１～２）
造形遊びをする

	題材の目標：
体全体を働かせながら，いろいろなものを使って形を写す活動を楽しむ。
〔共通事項〕との関連：
いろいろな形のものを写すことで生まれる色の重なりや形をとらえ，自分のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
偶然生まれた形や色の重なりや模様に面白さを見付け，さらに工夫して表そうとする子ども。
	○身近にある材料・用具，ローラーや手などを使って形を写すことを楽しむ。
○形を写しながら，つくりたいことを思い付く。
○自分の感覚や気持ちを基に色を選び，形を重ねたり，並べたり，組み合わせたりしながら活動する。
○自分で見付けた形や色の面白さや友人の工夫について話し合う。
	（関）体全体を働かせながら写す活動を楽しもうとしている。
（想）写した形や色の面白さから，表したいことを思い付いている。
（技）身近な材料や用具を使って，写し方を工夫している。
（鑑）写した形や色の面白さに気付いている。
◎（関）体全体を働かせながら，友人と一緒に写す活動を楽しもうとしている。
	教師・児童：緩衝材・片面段ボール・テープの芯・木切れ・ペットボトルキャップ・スポンジなど身の回りにある版になる材料　など
教師：ロール紙，模造紙，画用紙，共同絵の具，ローラー，トレイ　など
児童：汚れてもよい服装　など
	他の題材との関連：
p.48・49「うつしたかたちから」（絵に表す）との関連が深い。この題材で写してできる形や，形の面白さを十分に味わうことで，表したいことを表すために必要な材料や用具などを主体的に選び，活用することができる。

	シャカシャカ
（１～２）
造形遊びをする

	
	○こすり出しの方法を知る。
○身の回りのものに目を向け，こすり出してみる。
○いろいろなもの（場所）を，写し方を試しながら写す。
○写したものの形や色の面白さを見付ける。
○友人が写した紙を並べて，自分の気付いた形や色の面白さについて話し合う。
	（関）身の回りのものをこすり出して形を写すことを楽しもうとしている。
（想）写すものの形の面白さに気付き，写すものを見付け，使う色を考えている。
（技）同じ形を繰り返し写したり好きな色を使ったりするなど，いろいろ試しながら写し方を工夫している。
（鑑）写し取り方や写し取った形などの楽しさや面白さに気付いている。
◎（関）身の回りのものをこすり出したり，写した形の面白さを楽しんだりしようとしている。
	教師：コピー用紙，色紙，コンテ　など
児童：クレヨン・パス，色鉛筆　など
	

	p.24・25
やぶいた かたちから うまれたよ
（２～４）
絵に表す

	題材の目標：
破いた紙の形から思い付いたことを，紙を貼ったりかき加えたりして，絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
自分で破いた紙の形や色をとらえ，表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
偶然できた形に面白さを見出し，発想を広げて自分の表現につなげる子ども。
	○使ってみたい紙を選び，手でいろいろな形にゆっくりと破く。
○破いた紙を選んだり並べたりしながら表したいことを思い付き，表したい絵になるように紙をのりで貼る。
○表したいことのイメージを広げ，思い付いたことをクレヨンやパス，ペンや絵の具，紙片などを使って表す。
○友人や教師と作品を見せ合いながら，絵に表したことについて話し合う。
	（関）破いた紙の見方や置き方，組合せ方を工夫するなどして，絵に表す面白さを味わおうとしている。
（想）破いた紙の形から思い付いたことを基に，表したいことを考えている。
（技）思い付いたことを基に，破いた紙の置き方やかき方を工夫して絵に表している。
（鑑）友人の絵を見ながら，表したかったことや表し方の工夫を見付けている。
◎（想）破いた紙の形から思い付いたことを基に，イメージを広げながら表したいことを考えている。
◎（技）思い付いたことを基に，破いた紙の置き方やかき方を試し，工夫して絵に表している。
	教師・児童：新聞紙，包装紙　など
教師：画用紙，色画用紙，クラフト紙，共同絵の具　など
児童：クレヨン・パス，サインペン，のり　など
	他の題材との関連：
１・２下p.14・15「ざいりょうからひらめき」（絵に表す）のように様々な材料を使って絵に表す題材との関連が深い。描画材中心ではなく形や色を見立てて絵に表す活動を経験することで，児童の表現はさらに広がる。

	p.26・27
いろいろな
はこから
（１～２）
造形遊びをする

	題材の目標：
箱を並べたり積んだりしながら，箱の形や色といった特徴に気付き，それを基にイメージを広げて活動する。
〔共通事項〕との関連：
箱を並べたり積んだりする活動を通して，箱の形や色などをとらえ，自分なりのイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
材料，対象に働きかけて思い付いた活動に取り組み，工夫しながら発展させようとする子ども。
	○いろいろな形の箱を持ち寄り，使ってみたい材料を自由に選び，体全体で材料とかかわりながら，思い思いに並べたり積んだりする。
○並べたり積んだりしながら，箱の形や色の特徴に気付く。
○箱の形や色の特徴を生かしながら活動を広げる。
○箱をどのように並べたり積んだりしようかと考え，どのような工夫をして並べたり積んだりしたのかを友人と伝え合う。
	（関）体全体を使って箱を並べたり積んだりすることに取り組もうとしている。
（想）並べたり積んだりしてできる形を考えている。
（技）つくりたい形に合わせて並べ方や積み方を工夫している。
（鑑）箱そのものの形や色，並べたり積んだりしてできた形の面白さ，大きさなどを感じている。
◎（技）箱の形や色を生かしながら，並べ方や積み方を工夫したり，組み合わせたりしている。
	教師・児童：空き箱
など
	他の題材との関連：
この題材で十分に箱に親しむことが，ｐ.33「はこかざるんるん」（工作に表す）やp.36・37「はこでつくったよ」（立体に表す）において，箱の形や色を意識した活動へとつながる。
他教科等との関連：具体物をつくる，並べたり積んだりした形から具体物を想像するといった活動は，算数科の学習指導要領に示されている「Ｂ量と測定」や「Ｃ図形」と関連している。

	p.28・29
ごちそう パーティーを はじめよう！
（２～４）
立体に表す
	題材の目標：
いろいろな食べ物の形を思い浮かべて，粘土を丸めたりつまんだりして工夫しながらつくる。
〔共通事項〕との関連：
粘土を触った感じを楽しみながら，変化していく形をとらえ，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
好きなものをどんどんつくっていくことに楽しさを見出し，友人と活動することを楽しむ子ども。
	○粘土を丸めたり，のばしたり，つまみ出したりしながら形を変えることに興味をもつ。
○好きな食べ物や，食べてみたい食べ物など，交流しながらつくりたい食べ物のイメージを膨らませる。
○思い付いた食べ物の形や大きさを考えながら丸めたり，のばしたり，ひねり出したりして，工夫しながら表す。
○自分や友人のつくったごちそうを取り分け，楽しく話しながら作品のよさや面白さに気付く。
	（関）粘土で「ごちそう」をつくることを楽しもうとしている。
（想）つくりたい食べ物の形を思い浮かべたり，つくり方を考えたりしている。
（技）丸めたり，つまみ出したり，手や指を使って表し方を工夫している。
（鑑）友人と話しながら，おいしそうな「ごちそう」を選んだり，形のよさや面白さを感じている。
◎（想）つくりたい食べ物の形を思い浮かべたり，自分の思いに合わせた形や大きさを考えたりしている。
	教師・児童：粘土板，雑巾　など
教師：紙粘土，紙皿，竹ぐし，紙コップ，割りばし，スプーン，フォーク　など
児童：油粘土，粘土べら　など
	幼稚園・保育所との関連：
実際に食べられるものをつくるわけではないが，食べ物への興味・関心を高めることができる題材である。幼稚園教育要領の内容の取扱いの（４）にも示されているように，和やかな雰囲気の中で食べる喜びや楽しさをこのような形で体験することはこの時期の児童にも有用である。

	p.30・31
みて みて
おはなし
（２～６）
絵に表す

	題材の目標：
物語の好きなところを選び，想像を広げて絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
物語の好きな場面を想像しながら形や色をとらえ，イメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
物語の場面を思い浮かべることを楽しみながら，絵に表すことでさらに想像を広げていこうとする子ども。
	○物語を聞いたり読んだりして，好きなところを思い浮かべる。
○物語のどこが好きかを発表し合う。
○絵に表したい場面を見付けて，楽しく表す。
○自分や友人がかいた絵を見て，好きな場面について話し合う。
	（関）物語を聞いたり読んだりして，好きな場面をかくことを楽しもうとしている。
（想）想像力を働かせ，好きな場面を見付けたり考えたりしている。
（技）かきたい場面の様子がわかるように，工夫して表している。
（鑑）自分や友人がかいた絵を見て，好きな場面について話し合い，楽しさを感じている。
◎（技）好きな場面の様子になるように，かくものの位置や材料・用具の使い方を工夫している。
	教師：画用紙，色画用紙，共同絵の具　など
児童：クレヨン・パス，サインペン，のり　など
	他教科等との関連：
国語科との関連が深い題材である。学習指導要領では言語活動例として物語を読んで書きかえるなどの事例が示されているが，絵に表すことによってより想像が広がる児童や，絵に表してイメージを形にすることが得意な児童がいることにも留意したい。

	p.32
クルクル まわして
（１～２）
工作に表す
	題材の目標：
身近な材料で，風を当てると回る仕組みをつくり，飾りや模様を加えて，楽しく遊ぶものをつくる。
〔共通事項〕との関連：
風で回る仕組みをつくり，試す活動を通して形や色をとらえ，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
仕組みを生かしてつくりながら，さらに自分なりの工夫をしようとする子ども。
	○回る仕組みに興味をもち，紙コップで回る仕組みをつくる。
○風で回る動きを確かめながら，より楽しく感じることができるように，ペンで絵や模様をかいたり，スズランテープを使い風でなびく部分を付けるなどの工夫をしながらつくる。
○つくったものが回る動きを楽しんだり，飾る場所を考えて動きの変化を確かめたりしながら，自分や友人の作品の面白さや楽しさに気付く。
	（関）仕組みをつくったり，飾りや模様を加えたりして，風で回るものをつくることを楽しもうとしている。
（想）身近な材料が回る様子を基に，付ける模様や飾りを考えている。
（技）回る様子を確かめながら，模様や飾りの付け方を工夫している。
（鑑）回して遊びながら，作品の楽しさを感じ取り，模様や飾りが回る面白さを見付けている。
◎（技）回る様子を確かめ，つくったり，つくり直したりしながら，模様や飾りの付け方を工夫している。
	教師・児童：セロハンテープ　など
教師：紙コップ，たこ糸，ゼムクリップ，色紙，押しピン，ペットボトル，割りばし，スズランテープ，千枚通し　
など
児童：はさみ，のり，サインペン　など
	他教科等との関連：
生活科との関連が深い題材。風ぐるまと同じ原理を利用したおもちゃづくりの題材であり，中学年以降の理科にも興味・関心をつなげることができる題材である。

	p.33
はこ かざるんるん
（１～２）
工作に表す
	題材の目標：
いろいろな形や色の箱や袋を基に，思い思いの方法で飾り方を考え，楽しみながらつくる。
〔共通事項〕との関連：
箱や袋の形や色を基に，どのように飾ったら楽しい感じになるか，イメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
自分でつくったものを使うことに楽しさを感じ，さらに身の回りのものを利用して工夫しようとする子ども。
	○箱や袋の形や色，どのように使うかなどから飾りを考え，発表し合う。
○思いに合うように飾りをつくり，箱や袋の様子を変えていく。
○できた箱や袋を友人と見せ合い，面白さや楽しさを見付ける。
	（関）自分なりの思いをもって箱や袋を飾ることを楽しもうとしている。
（想）箱や袋にどんな飾りをどのように付けると楽しいかを考えている。
（技）飾りの形や色や飾り方を工夫している。
（鑑）飾った箱や袋を友人と見せ合い，飾りの面白いところ，工夫したところを感じ取っている。
◎（想）箱や袋の形を生かしながら，どんな飾りをどのように付けると楽しいかをいろいろ試しながら考えている。
	教師・児童：空き箱・袋，モールやボタンなどの身辺材　など
教師：色紙，折り紙，色画用紙，木工用接着剤，化学接着剤
など
児童：はさみ，のり
など
	他教科等との関連：
生活科との関連が深い題材。箱の中に入れるものも合わせて考えることで箱を飾る発想も広がっていく。家族や身近な人への感謝の気持ちを箱に込めてプレゼントすることもできる。

	p.34・35
でこぼこ　はっけん！
（２～４）
鑑賞する
	題材の目標：
身の回りにある「でこぼこ」を探して，その形を集めて友人と楽しく見る。
〔共通事項〕との関連：
身の回りのものの形をとらえ，紙粘土で写した形を基に，何に見えるかのイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
身の回りに，面白い形や色などが隠れていることに興味をもち，さらに見付けたいと願う子ども。
	○自分たちの身の回りにあるいろいろな「でこぼこ」に対して興味をもつ。
○グループで「でこぼこ」を探し，粘土に写し取る。
○友人と話し合うなどして，見付けた「でこぼこ」の形の面白さに気付く。
○見付けた「でこぼこ」に色を付けたり形を付け加えたりするなどしてその形の面白さを表す。
	（関）身の回りにある「でこぼこ」を見付け，紙粘土に写し取ることを楽しもうとしている。
（想）粘土に写した「でこぼこ」の形が何に見えるかを考えている。
（技）思い付いたことを表すために工夫している。
（鑑）身の回りにある「でこぼこ」を見付け，写し取ってできる形の面白さに気付いている。
◎（鑑）見付けた「でこぼこ」について話したり，友人の話を聞いたりしながら，その形の面白さに気付いている。
	教師・児童：粘土板　
など
教師：紙粘土，参考図版（「でこぼこ」のシルエットや実際の写真など），画用紙，共同絵の具　など
児童：サインペン，雑巾　など
	他教科等との関連：
学校の中の「でこぼこ」を探す本題材は，生活科での学校探検などの経験を生かして活動できる。学校探検自体は１学期に行う活動であるが，その際の経験を思い出したりその後の学校生活での発見などをうまく生かして活動につなげたい。

	p.36・37
はこで　つくったよ
（２～４）
立体に表す
	題材の目標：
集めた箱の形や，並べる，つなげる，積む活動を楽しみながら，思い付いたものを工夫して表す。
〔共通事項〕との関連：
箱を並べたり積んだりする活動を通して箱の形や色をとらえ，自分のつくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
組み合わせて生まれる新しい価値に気付き，自分の表現を発展させていく子ども。
	○箱を並べたり積んだりする活動を楽しみながら，何をつくるか考える。
○箱の積み方やつなぎ方，組合せ方を工夫しながら，自分の思い付いた形にしていく。
○接着の材料や方法などを工夫する。
○自分たちの作品をどのように展示したらよいか考える。
○友人と話し合いながら，表した世界について楽しみながら話す。
	（関）箱を組み合わせて立体に表すことを楽しもうとしている。
（想）箱を並べたり積んだりしながら，表したい形を考えている。
（技）表したい形になるように，箱の組合せ方や接着の方法を工夫している。
（鑑）自分の作品について話したり，友人の話を聞いたりしながら，組み合わせてできたものの面白さに気付いている。
◎（想）箱の形や色も考えながら並べたり積んだりして，表したい形を考えている。
◎（技）表したい形になるように，箱の組合せ方や接着剤の選択，接着の方法を工夫している。
	教師・児童：空き箱，セロハンテープ，身辺材　など
教師：画用紙，板段ボール，洗濯ばさみ，木工用接着剤，化学接着剤，粘着テープ，両面テープ など
児童：クレヨン・パス，サインペン，はさみ
など
	他の題材との関連：
p.26・27「いろいろなはこから」（造形遊びをする活動）で使用した箱を活用することができる。
他教科等との関連：
算数科の図形における算数的活動で利用した箱を活用することができる。

	p.38・39
のって みたいな
いきたいな
（４～６）
絵に表す
	題材の目標：
乗ってみたいものに乗って，行ってみたい場所や，してみたいことなどを自由に想像して絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
乗ってみたいものや行ってみたい場所に合うような形や色を考え，表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
想像することを楽しみ，自分なりのイメージを広げていく想像力豊かな子ども。
	○教科書の参考作品を見て，何に乗ってどこに行ってみたのか，気付いたことを話し合う。
○どんなものに乗って，どんなところに行ってみたいか考える。
○乗ってみたいものや行ってみたい場所を想像を広げながらかく。
○自分や友人のかいた絵を見て，よさや面白さを話し合う。
	（関）想像したことを絵に表すことを楽しもうとしている。
（想）乗ってみたいものや，行ってみたい場所を考えている。
（技）想像したことに合わせて，表し方を工夫している。
（鑑）自分や友人のかいた絵を見せ合い，よさを感じたり，楽しさを味わっている。
◎（想）乗ってみたいものや行ってみたい場所を考え，そこでどんなことがしたいのか，何に出会うのかなど，絵をかきながら次々に考えている。
	教師：画用紙，色画用紙，共同絵の具　など
児童：クレヨン・パス，サインペン　など
	他教科等との関連：
国語科には「経験したことや想像したこと」を文章に書くことが示されている。国語における表現と図画工作における表現を両輪ととらえ，絵に表す活動を指導するようにする。

	p.40・41
どんどん　ならべて
（１～２）
造形遊びをする
	題材の目標：
身の回りにある材料の並べ方を工夫して，並べる活動を楽しむ。
〔共通事項〕との関連：
いろいろな材料や，材料を並べることで生まれる形や色の面白さをとらえ，自分なりのイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
体全体を使って対象に働きかけ，思い付いた活動を自ら展開していく子ども。
	○活動場所で並べてみることができそうなものを考えて，それをどのように並べたいか考える。
○自分なりの並べ方で活動を進めたり，友人とつなげたりしながら活動を広げる。
○できたものを見て回りながら，材料の使い方や並べ方の工夫について友人と話し合う。
	（関）身の回りにあるもので並べてみたいものを見付け，それらを並べていくことを楽しもうとしている。
（想）材料を並べながら面白い形を考えている。
（技）材料の並べ方を工夫したり，並べ方に合わせて材料を選んだりしている。
（鑑）材料を並べてできる形の，面白さや大きさ，広さなどを感じ取っている。
◎（関）身の回りにあるものの形や色を見ながら並べてみたいものを見付け，それらを並べていくことを楽もうとしている。
◎（想）材料の形や色も考え合わせて，材料を並べながら面白い形を考えている。

	教師：図工室や教室などの活動場所で並べる活動に使ってもよい用具　など
児童；道具箱や筆箱，算数セットなどの中にある，鉛筆やおはじきなど並べてみたいもの　など
	他の題材との関連：
低学年においては様々な方法で材料体験をさせることが望ましい。本題材においても身近な材料を並べる中でそれぞれの形や色といった特徴に気付き，今後の活動に生かせるようにしたい。また，自然材を並べる活動は，生活科との関連も深い。

	
	
	
	
	
	

	p.42・43
コロコロ　ゆらりん
かみざら　コロコロ
（２～４）
工作に表す
	題材の目標：
ものが転がる仕組みや揺れる仕組みを生かし，楽しく遊べるおもちゃをつくる。
〔共通事項〕との関連：
仕組みの動く感じを基に形や色を考え，つくりたいものをイメージする。
育てたい子どもの姿：
身近な材料に関心をもち，仕組みを生かしてさらに楽しく工夫しようとする子ども。
	○ものが転がる仕組みから，楽しく遊ぶものをつくることができることを知る。
○動きを試しながら装飾を考え，つくりたいもののイメージを広げる。
○つくった作品の動きを確かめ，付け加えたり，つくりかえたりして作品を工夫してつくる。
○つくったもので友人と楽しく遊びながら，自分の工夫の効果を確かめたり，友人の工夫のよさを感じ取ったりする。

	（関）ものが転がる仕組みに興味をもち，遊ぶものをつくることを楽しもうとしている。
（想）動きの楽しさを感じながら，つくりたいおもちゃを考えている。
（技）おもちゃが転がるように飾り方を工夫している。
（鑑）友人と遊んだり話したりしながら，自分や友人の作品のよさや面白さについて気付いている。
◎（想）動きの楽しさを感じ，動きに合った形や色も考え合わせている。
◎（技）おもちゃの転がり方や飾り方を工夫している。
	教師・児童：セロハンテープ　など
教師：紙コップ，紙皿，色紙，色画用紙，木工用接着剤，化学接着剤　など
児童：クレヨン・パス，サインペン，はさみ，のり　など
	他教科等との関連：
生活科や中学年からの理科との関連が深い。生活科でのおもちゃづくりと関連させて取り組みたい。また，転がる形や揺れる形へ目を向けることで，算数科の図形との関連も図ることができる。

	かみざら　ゆらりん
（２～４）
工作に表す

	
	○ものが揺れる仕組みから，楽しく遊ぶものをつくることができることを知る。
○動きを試しながら装飾を考え，つくりたいもののイメージを広げる。
○つくった作品の動きを確かめ，付け加えたり，つくりかえたりして作品を工夫する。
○つくったもので友人と楽しく遊びながら，自分の工夫の効果を確かめたり，友人の工夫のよさを感じ取ったりする。
	（関）ものが揺れる仕組みに興味をもち，遊ぶものをつくることを楽しもうとしている。
（想）動きの楽しさを感じながら，つくりたいおもちゃを考えている。
（技）おもちゃが揺れるように飾り方を工夫している。
（鑑）友人と遊んだり話したりしながら，自分や友人の作品のよさや面白さについて気付いている。
◎（想）動きの楽しさを感じ，動きに合った形や色も考え合わせている。
◎（技）おもちゃの揺れ方や飾り方を工夫している。
	教師・児童：セロハンテープ　など
教師：紙皿，色紙，色画用紙，厚紙，木工用接着剤，化学接着剤　など
児童：クレヨン・パス，サインペン，はさみ，のり　など
	

	p.44・45
いっしょに
おさんぽ
（２～４）
立体に表す
	題材の目標：
散歩をする自分と，一緒に散歩をしたら楽しいと思う人や動物を想像して立体に表す。
〔共通事項〕との関連：
粘土の形を変えながらつくりたいものを思い浮かべ，形のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
つくり方や形を工夫しながら，自分の素直な願いを実現させようと材料に働きかける子ども。
	○教科書の参考作品を見ながら，誰と散歩に出かけたいか発想を膨らませたり，話し合ったりする。
○粘土で「自分」をつくる。一緒に出かけたい人や動物などを，粘土をひねり出し表し方を工夫しながらつくる。
○自分がつくったものや工夫を話したり，友人の作品を見ながら気付いたりしたことや工夫しているところについて話し合う。
	（関）粘土で自分や一緒に出かけたい仲間を楽しくつくろうとしている。
（想）一緒に出かけたい仲間を思い付いている。
（技）手などの感覚を働かせながら，粘土の形や表し方を工夫している。
（鑑）つくったものの楽しさや面白さを友人と見付けている。
◎（想）一緒に出かけたい仲間や，どこに出かけるのか，何をしているのかを考えている。
	教師・児童：粘土板，新聞紙　など
教師：土粘土，霧吹き　など
児童：油粘土，粘土べら，雑巾　など
	道徳との関連：
「２-（３）友達と仲よくし，助け合う。」
「３-（２）身近な自然に親しみ，動植物に優しい心で接する。」などと関連が深い。一緒に出かけるのは友人であったり，身近な動物であったりと様々であろう。粘土で友人や身近な動物と出かける姿を表す活動は，道徳での指導に生かすことができる。

	p.46・47
なにが　でて
くるかな!?
（４～６）
工作に表す
	題材の目標：
息を吹き込むと膨らむポリ袋の特性を生かした仕組みを使って，楽しいおもちゃをつくる。
〔共通事項〕との関連：
袋を膨らませる仕組みから生まれる形や色の面白さをとらえ，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
つくりたいもののイメージを膨らませることを楽しみ，工夫して自分のイメージを実現させようとする子ども。
	○袋に息を吹き込み，どんな形に膨らむか確かめる。
○ポリ袋をストローにとめ，色画用紙やサインペンなどで装飾する。
○装飾したポリ袋とストローを箱や紙コップなどに組み込む。
○箱や紙コップを色画用紙やサインペンなどで装飾したり，ポリ袋の装飾をつくりかえたりする。
○ポリ袋を膨らませ，友人と作品を見せ合う。
	（関）ポリ袋やストローなどの材料を使い，楽しい仕組みのおもちゃをつくることに取り組もうとしている。
（想）箱から飛び出すものを思い付き，形や色などを考えている。
（技）ポリ袋が膨らむようにストローにとめ，飛び出すものの材料を工夫している。
（鑑）作品を動かして見せ合いながら，よさや面白さに気付いている。
◎（想）箱から飛び出したら面白いものを思い付き，効果的に見える形や色を考えている。
	教師・児童：空き箱，牛乳パック，セロハンテープ　など
教師：紙コップ，ポリ袋，ストロー，色紙，色画用紙，両面テープ　など
児童：クレヨン・パス，サインペン，はさみ，のり　など
	他教科等との関連：
空気を入れることで膨らむ仕組みから発想する本題材は，生活科でのおもちゃづくりに関連している。また，中学年の理科での空気の学習へとつなげることができる。

	p.48・49
うつした　かたちから
えのぐを つけた かたちから
（２～６）
絵に表す

	題材の目標：
写したものの形や色から，思い付いたことを絵に表す活動を楽しむ。
〔共通事項〕との関連：
写したものの形や色をとらえ，それを基に表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
自分の行為で得たものを手がかりにして発想し，新たなイメージをもって表していくことを楽しむ子ども。
	○教科書の参考作品を見て，いろいろなものの形を写すことができることに気付く。形や色を組み合わせて表す面白さについて友人と話し合う。
○写した形や色から思い付いたことを絵に表す。形や色を組み合わせて，自分の思いに合った表し方を工夫する。
○自分や友人の写した形を見て，形の面白さや写し方の工夫について話し合う。それぞれの作品のよさや面白さを感じ取り，気付いたことや思ったことを話し合う。
	（関）絵の具を付けて形を写して表すことを楽しもうとしている。
（想）写したものの形や色から，表したいことを思い付いている。
（技）形の写し方や色，思い付いたことの表し方を工夫している。
（鑑）自分や友人の作品の面白さを感じている。
◎（想）写したものの形や色の特徴を生かして，表したいものを思い付いている。
	教師・児童：絵の具を付けて写すことができそうな身辺材　など
教師 ： 画用紙，共同絵の具，スポンジローラー，トレイ　など
児童：クレヨン・パス，サインペン，はさみ，のり　など
	道徳との関連：
「３-（３）美しいものに触れ，すがすがしい心をもつ。」と関連が深い。
他の題材との関連：
p.22・23「コロコロペッタンシャカシャカ」（造形遊びをする）において十分に形を写す活動などをすることによって，本題材において表したいことに合った材料を選ぶ際の発想を広げることができる。また自分の模様の紙をつくって作品に利用することは３・４下p.8・9「絵の具でゆめもよう」（絵に表す）につながっていく。

	こすりだした
かたちから
（２～６）
絵に表す
	
	○こすり出しの方法を知り，身の回りのものをこすり出すことに興味をもつ。
○写した形や色の面白さを見付け，写したものを切ったり組み合わせたりしながら絵に表す。
○自分や友人の作品のよさや面白さを感じ取り，気付いたことや思ったことを話し合う。
	（関）こすり出した形を基に，表すことを楽しもうとしている。
（想）写したものの形や色から，表したいことを思い付いている。
（技）形の写し方や色，思い付いたことの表し方を工夫している。
（鑑）自分や友人の作品の面白さを感じている。
◎（想）写したものの形や色の特徴を生かして，表したいものを思い付いている。
	教師：コピー用紙，色画用紙，コンテ　など
児童：クレヨン・パス，色鉛筆，はさみ，のり
など
	


授業以外のページ
	ページ
題材名
	掲載内容
	ページの活用方法

	p.2～4
オリエンテーション
たのしいな おもしろいな
	オリエンテーションは，この学年の児童が1年間の活動を見通すことができるように設定している。様々な活動において発想や構想を広げ，創造的な技能を発揮し，友人と作品を見せ合い，感性を働かせながらつくりだす喜びを味わっている姿を掲載している。
「たのしいな おもしろいな」という言葉には，いろいろな形や色で表すことを楽しみ，様々な表し方があることの面白さを感じながら活動してほしいという願いを込めている。
	学年の最初や関連した題材で適宜扱うものとする。

	p.6・7
きょうかしょ びじゅつかん
たのしい かたちや いろの
せかい
	児童が様々な楽しい形や色があることを知り，表現や鑑賞の活動に生かすことができるように設定した。
動物や植物などをモチーフとした，児童に親しみやすい作家作品を中心に掲載している。
	関連した題材で適宜扱うものとする。

	p.50・51
ぞうけいの もり
みて・かんじて・かんがえる
たのしい ゆかいな いきものたち
	児童が図版を眺め，形や色から自由にイメージを広げていくことで想像する楽しさを体験し，表現への意欲をもてるように設定した。
児童にとって身近ないろいろな動物の図版を掲載することで形や色の面白さに気付いたり，表現に生かしたりすることができるように構成している。
	他教科などや道徳の時間などとも関連させ，必要に応じて適宜扱うものとする。

	p.52～57
つかって みよう
ざいりょうと ようぐ
	自分のイメージを表すため，材料や用具の特徴について知り，安全で適切な扱い方を身に付けられるように設定した。学習指導要領に示された材料や用具を中心に掲載している。
描画材の種類，クレヨンやパスの技法，共同絵の具の使い方，(型抜き，スタンピング)，はさみの使い方，のりの種類と使い方，粘土の種類と特性などについて掲載している。
	関連した題材で適宜扱うものとする。


















